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研究成果の概要（和文）：シアター＆スポットライト仮説は心理療法を統合するための理論モデルである。この
モデルは認知科学、認知神経科学に基づいて構成されている。研究代表者は、この仮説を理論モデルとして確立
するために、包括的な理論研究と次の研究で活用するツールの作成を含めた実証研究を企画した。
残念なことに、企画の一部は研究資源の関係で実施できなかった。しかし、企画の一部を見直して新たに立て直
すことで、概ね予定していた成果は達成できた。本研究の成果を元に、シアター＆スポットライト仮説に基づい
たアセスメントツールの原案も策定でき、次の科研費応募にもつながっている。

研究成果の概要（英文）：The Theater & Spotlight Hypothesis is a theoretical model for integrating 
psychotherapy.This model is based on cognitive science and cognitive neuroscience.In order to 
establish this hypothesis as a theoretical model, the research leader planned an empirical study 
including comprehensive theoretical research and creation of tools to be used in the next research.
Unfortunately, part of the project could not be implemented. Because, as a result, research 
resources have run short.However, by partially reviewing the project and rebuilding it, the planned 
results were achieved. Based on the results of this research, a draft of an assessment tool based on
 the theater and spotlight hypothesis can also be formulated, leading to the next application for 
Grant-in-Aid for Scientific Research.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
心理療法は様々な方法論（学派）が提案され、実施されているが、学派ごとに用語も人間観も、理論体系も異な
るため、統合的に活用することが困難な状況が続いていた。そこで、研究代表者は本研究課題の理論モデルを提
案し、すでに確立された認知科学、認知神経科学に基づいて、心理療法統合のためのモジュールを提案した。こ
のモジュールを理論的に確立し、効果が見込める統合的な心理療法と心と暮らしを整える心理支援サービスを人
類に提供することが最終的な目標である。人類全般の福祉を心理科学的に支える研究として社会的意義は高いと
言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
心理療法は各学派が独自の用語で独自の理論を展開する中で、対象者（ユーザー、受益者）へ
の合理的提供に向けて学派を超えた議論が進みにくい状況にある。また、独自の理論は必ずし
も科学的な背景を持たない場合もある。 
一方で、心理療法はそのほとんどが「思い通りにならない心（行動）」、すなわち「意識」と「無
意識」のギャップを扱っている（杉山，2013）。よって、「意識」と「無意識」の仕組みを解き
明かす科学的モデルを構築すれば、様々な学派の心理療法を接続する「ハブ」となれる可能性
がある。同じ用語、同じ理論で各心理療法の意義を整理することで、心理療法を統合し対象者
への合理的提供に向けた議論が可能になると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、認知科学と認知神経科学がそれぞれに見出した理論の接合を図ることで、神経基
盤を考慮した「心の仕組み」の理論を提供することを目指す。次にその理論で各心理療法を再
定義する。その上で統合的な心理療法や心理支援法を開発し提供することを目指す。この仮説
モデルに沿ったアセスメントツールを開発するための基礎研究を行う。 
 
３．研究の方法 
・理論的研究を重ねて仮説モデル、シアター＆スポットライト仮説を構築する。 
・各心理療法の実務者、心理学研究者と学術集会で議論を重ね、仮説を検討する。 
・この仮説モデルを活用して支援した事例を通して、仮説を検討する。 
・アセスメントツール作成に向けた、基礎的なツールの開発を行う。 
 
４．研究成果 
シアター＆スポットライト仮説を心理療法を統合するための理論モデルとして概ね確立できた。
このモデルは認知科学、認知神経科学に基づいて構成されている。研究代表者は、この仮説を
理論モデルとして確立するために、包括的な理論研究と次の研究で活用するツールの作成を含
めた実証研究を企画した。残念なことに、企画の一部は研究資源の関係で実施できなかった。
しかし、企画の一部を見直して新たに立て直すことで、概ね予定していた成果は達成できた。
本研究の成果を元に、シアター＆スポットライト仮説に基づいたアセスメントツールの原案も
策定でき、次の科研費応募にもつながっている。 
心理療法は様々な方法論（学派）が提案され、実施されているが、学派ごとに用語も人間観も、
理論体系も異なるため、統合的に活用することが困難な状況が続いていた。そこで、研究代表
者は本研究課題の理論モデルを提案し、すでに確立された認知科学、認知神経科学に基づいて、
心理療法統合のためのモジュールを提案した。このモジュールを理論的に確立し、効果が見込
める統合的な心理療法と心と暮らしを整える心理支援サービスを人類に提供することが最終的
な目標である。人類全般の福祉を心理科学的に支える研究として社会的意義は高いと言える。 
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